


中学生の主張に参加して、滅多に味わうことのない緊張と貴
重な経験をさせていただくことができました。この大会を知った
ときは、私が教育会館のステージに立って意見を伝えている姿
を想像することはできませんでした。ただ、「私には、いろいろと
人に知ってほしい意見がある、伝えたい思いがある。」その一心
で原稿を書き、応募しました。

正直なところ結果には満足していませんが、やりきった思いを
今でも感じています。そして何より、一緒に参加した皆さんの発
表を聞いて、自分の視野が更に広がりました。私の通う中学の
友人やクラスメイト以外にもこのようなすごい人がいる、こんな
にすごい経験をした人がいる、そんな皆さんと同じステージに
立つことができて私はとても感慨深くなります。

今回の私が発表した主張は、ボーイスカウトをやっていなけれ
ば生まれない意見でした。また、この大会に応募する決断をする
ことができたのは私がボーイスカウトで得た経験が背中を押し
てくれたからだと思っています。このような経験ができたことを、
私はとてもうれしく思っています。

千葉地区　千葉第１８団

中学生の主張千葉県大会に
参加して

ベンチャー隊

藤川 亜由

南総地区　君津第２団

「防災キャラバン」に参加して
ベンチャー隊

田畑 大地

私の住む君津市では昨年の台風により、停電、断水などの
災害が起こりました。

今回の防災キャラバンは、被害直後という事もありたくさん
の方にお越しいただき、用意した牛乳パックを使った笛作り、
簡易担架作成などに挑戦していただきました。

そして、南総地区ベンチャーで作成した「ボーイスカウト流 
減災ハンドブック」を参加してくださった方々に配布しました。

ハンドブックには衣・食・住に関して災害時に役立つことをた
くさん掲載していますので、みなさんも機会があればご覧くだ
さい。

ベンチャースカウトは、様々なプログラムの進行などを担当
することで、防災について改めて考える事ができ、充実した一
日になりました。

上総地区　市原第１団

ボーイスカウト講習会を
受講して

保護者

Sparrow Jonathan

私は５歳から２０歳までイギリスでボーイスカウトに入っていま
した。

イギリスでは、ボーイスカウトは一般家庭の子供が普段できな
い多くの経験の機会を作るための団体でした。当時はインター
ネットもなく、情報は自分で集めるか経験をしないと得られない
ものでした。ボーイスカウトは自分にたくさんのことを経験する
機会や多くの友人を与えてくれ、人に対しての信頼や尊敬をする
心を育て、社会的な責任を持つことを教えてくれました。

日本に来て、子供が小学生に上がるのと同時に自分の子供に
も同じ経験をさせたいと思い、ボーイスカウトに入団させました。
入団と同時に自分のイギリスでの経験をお話ししたところ、リー
ダーの育成コースの勉強をしないかというお話を頂きました。

八千代・習志野地区　八千代第２団

ウッドバッジ研修所に参加して
自然の中でのワクワク感を伝えたい

カブ隊
デンリーダー

五十嵐 千賢

確か小学５年生のころ、夏休みに家族で北海道旅行をした時
のキャンプが、私と自然の最初の記憶です。ほとんど素人同然
だった父が悪戦苦闘しながら設営したテントの中で、時折響く獣
の咆哮に怯えながら眠れぬ一夜を過ごしたこのときの記憶は、私
にとって、星空や土や風、木々や動物たちと、同じ時間同じ空間を
ともにした心揺さぶられる体験として、胸に深く刻まれたもので
した。

３０年のときを経たこのウッドバッジ研修所。テントで横になり
ながら、湿った土のにおいとカサカサと耳の奥をくすぐるような
風の音に、あの頃の自分と再会したような懐かしさを感じたもの
です。

今の子どもたちの多くがデジタルな快楽に囲まれている中、今
の大人たちの多くも自然の中での遊び方ばかりかその楽しささ
えも満足に知らない。それじゃああんまりじゃないか。自然の中で
しか味わえないワクワク感を今の子どもたちや大人たちに知って
もらいたい！そんな想いが、指導者としての今の原動力となって
います。

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第８団

ウッドバッジ実修所を終えて

ビーバー隊
隊長

髙畠 麻衣子

ウッドバッジ実修所への参加を決めてから、多くの方の支えと
応援により、無事にウッドバッジ実修所ビーバー課程を修了する
事ができました。

第１教程を進めていくと、「スカウトや保護者のニーズを入れた
集会」を見直すきっかけを貰えました。また「やくそく」と「きまり」を
プログラムに取り入れる大切さ、ソングを歌う機会を更に増やし
たい…そんな思いを秘めて第２教程へ臨みました。

ビーバースカウト課程第４２期の開催地は静岡県浜松市太
田山野営場。とても素晴らしい場所で素敵な仲間と３泊４日が過
ごせたこと、静岡県連盟相談役の鈴木節子さんの特別セッション
を受講できたことは私の宝物となりました。

第３教程、ここが１番大変な１年だった様に思います。課題を仕
上げるためにスカウトソング研修会に参加しました。プログラム
にソングを導入したことで以前よりスカウトのやる気と笑顔が増
え、その結果、とても楽しいプログラムになって来ていると思いま
す。今後も、スカウトの笑顔が増える集会を実施出来るよう学ん
でいきたいと思います。

１０月２０日にイオンモール船橋にて全国防災キャラバン
2019が開催されました。

当所での開催は今回が初めてでしたので、初めての来場
者が多かったのですが、展示や体験を大いに楽しみながら防
災意識を高めて頂くことができました。来場者アンケートも

「楽しかった」に加え「日頃の備えが大事」といった声が寄せら
れました。

運営スタッフとして参加したベンチャースカウトやローバー
スカウトも、活動を楽しむとともに、担架搬送や心臓マッサー
ジなどの体験コーナーでは若さが大きな戦力となりました。

イオン様の「お客様感謝デー」と日が重なったこともあり、
一日を通し大盛況な催しとなりました。

船橋地区運動拡充委員長　栗田　隆

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 3 全国防災キャラバン2019
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4085/

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 1 講習会、研修会参加報告
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4076/

未来を担う子どもたちとその保護者を対象に、万が一の有事の際に役立つ「防災」に関する知
識やスキルを得て頂くことを目的にボーイスカウトとイオンが共同で実施しています。

今年度は９月２３日イオンモール柏、１０月６日イオンモール木更津、イオンタウンユーカリが丘、
１０月２０日イオンモール船橋の４店舗で実施、多くの方が参加され防災について体験を通して
理解を深めました。

防災キャラバン 研修所・実修所参加報告
自分が小さい頃に大変お世話になったボーイスカウトに対し

お返しをする機会だと思い、今回の講習会に参加させてもらいま
した。このコースでは、日本のボーイスカウトの活動の仕方がイ
ギリスと少し違うと思い、新しい発見がありました。今後の活動
に参加させて頂くことを通し、活動がより良くなるよう、少しでも
自分の力が役に立てれば良いと思います。これからよろしくお願
いします。

ペットボトルを使って
心臓マッサージの体験

地震発生時に液状化現象が
発生する仕組みについて水槽
を使って実験 牛乳パックを使って

「ホイッスル」を製作

千葉県では毎年８月１５日に県内の戦没者を追悼し平和を祈念するため、千葉県忠霊塔
において拝礼式を実施しています。私たちボーイスカウトは会場設営や清掃などの奉仕
活動をしたのちに参列させていただいています。参加したベンチャースカウト（高校生）は、
一緒に奉仕した仲間にスカウツ・オウン・サービスを通じて思いを伝えました。

また、昨年の「私の思い」～中学生の主張～千葉県大会（千葉県青少年総合対策本部
主催）では応募した全県の中学生の中から選ばれた１２人にベンチャースカウトが含まれ
ていました。発表を通じての思いを伺いました。

思いを伝えること

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第１団

忠霊塔拝礼式奉仕を終えて
ベンチャー隊

加納 菜月

この度の千葉県忠霊塔拝礼式準備奉仕の際に、スカウツ・オ
ウン・サービスをさせて頂くことが決まって、どんな話をしようか
と母に相談したところ、私の曾祖父が太平洋戦争時フィリピンで
戦死していることを知りました。

私は、かつての戦争は、どこか別世界で起こったことのように
感じていましたが、遠い昔の出来事ではなく、その時代に生きた
人々と繋がっていることを自覚しました。

私達は、次の世代を担っていく者として、かつての日本に起
こった悲惨な出来事を忘れないようにし、さらには次の世代へと
繋げていかなければいけないと思っています。

私の曾祖父が、戦争という不幸な形ではありましたが、立派
に国に尽くした人物であったことを誇りに思います。

我々の“ちかい”に“神（仏）と国とに誠を尽くし”とあるように、
こんにちの平和な時代に生きるスカウトとして、戦争とは別の形
で国に尽くす事を戦没者に誓いを新たにしました。ボーイスカウ
トの仲間と心地のよい汗を流し有意義な一日となりました。

スカウトからのメッセージ



中学生の主張に参加して、滅多に味わうことのない緊張と貴
重な経験をさせていただくことができました。この大会を知った
ときは、私が教育会館のステージに立って意見を伝えている姿
を想像することはできませんでした。ただ、「私には、いろいろと
人に知ってほしい意見がある、伝えたい思いがある。」その一心
で原稿を書き、応募しました。

正直なところ結果には満足していませんが、やりきった思いを
今でも感じています。そして何より、一緒に参加した皆さんの発
表を聞いて、自分の視野が更に広がりました。私の通う中学の
友人やクラスメイト以外にもこのようなすごい人がいる、こんな
にすごい経験をした人がいる、そんな皆さんと同じステージに
立つことができて私はとても感慨深くなります。

今回の私が発表した主張は、ボーイスカウトをやっていなけれ
ば生まれない意見でした。また、この大会に応募する決断をする
ことができたのは私がボーイスカウトで得た経験が背中を押し
てくれたからだと思っています。このような経験ができたことを、
私はとてもうれしく思っています。

千葉地区　千葉第１８団

中学生の主張千葉県大会に
参加して

ベンチャー隊

藤川 亜由

南総地区　君津第２団

「防災キャラバン」に参加して
ベンチャー隊

田畑 大地

私の住む君津市では昨年の台風により、停電、断水などの
災害が起こりました。

今回の防災キャラバンは、被害直後という事もありたくさん
の方にお越しいただき、用意した牛乳パックを使った笛作り、
簡易担架作成などに挑戦していただきました。

そして、南総地区ベンチャーで作成した「ボーイスカウト流 
減災ハンドブック」を参加してくださった方々に配布しました。

ハンドブックには衣・食・住に関して災害時に役立つことをた
くさん掲載していますので、みなさんも機会があればご覧くだ
さい。

ベンチャースカウトは、様々なプログラムの進行などを担当
することで、防災について改めて考える事ができ、充実した一
日になりました。

上総地区　市原第１団

ボーイスカウト講習会を
受講して

保護者

Sparrow Jonathan

私は５歳から２０歳までイギリスでボーイスカウトに入っていま
した。

イギリスでは、ボーイスカウトは一般家庭の子供が普段できな
い多くの経験の機会を作るための団体でした。当時はインター
ネットもなく、情報は自分で集めるか経験をしないと得られない
ものでした。ボーイスカウトは自分にたくさんのことを経験する
機会や多くの友人を与えてくれ、人に対しての信頼や尊敬をする
心を育て、社会的な責任を持つことを教えてくれました。

日本に来て、子供が小学生に上がるのと同時に自分の子供に
も同じ経験をさせたいと思い、ボーイスカウトに入団させました。
入団と同時に自分のイギリスでの経験をお話ししたところ、リー
ダーの育成コースの勉強をしないかというお話を頂きました。

八千代・習志野地区　八千代第２団

ウッドバッジ研修所に参加して
自然の中でのワクワク感を伝えたい

カブ隊
デンリーダー

五十嵐 千賢

確か小学５年生のころ、夏休みに家族で北海道旅行をした時
のキャンプが、私と自然の最初の記憶です。ほとんど素人同然
だった父が悪戦苦闘しながら設営したテントの中で、時折響く獣
の咆哮に怯えながら眠れぬ一夜を過ごしたこのときの記憶は、私
にとって、星空や土や風、木々や動物たちと、同じ時間同じ空間を
ともにした心揺さぶられる体験として、胸に深く刻まれたもので
した。

３０年のときを経たこのウッドバッジ研修所。テントで横になり
ながら、湿った土のにおいとカサカサと耳の奥をくすぐるような
風の音に、あの頃の自分と再会したような懐かしさを感じたもの
です。

今の子どもたちの多くがデジタルな快楽に囲まれている中、今
の大人たちの多くも自然の中での遊び方ばかりかその楽しささ
えも満足に知らない。それじゃああんまりじゃないか。自然の中で
しか味わえないワクワク感を今の子どもたちや大人たちに知って
もらいたい！そんな想いが、指導者としての今の原動力となって
います。

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第８団

ウッドバッジ実修所を終えて

ビーバー隊
隊長

髙畠 麻衣子

ウッドバッジ実修所への参加を決めてから、多くの方の支えと
応援により、無事にウッドバッジ実修所ビーバー課程を修了する
事ができました。

第１教程を進めていくと、「スカウトや保護者のニーズを入れた
集会」を見直すきっかけを貰えました。また「やくそく」と「きまり」を
プログラムに取り入れる大切さ、ソングを歌う機会を更に増やし
たい…そんな思いを秘めて第２教程へ臨みました。

ビーバースカウト課程第４２期の開催地は静岡県浜松市太
田山野営場。とても素晴らしい場所で素敵な仲間と３泊４日が過
ごせたこと、静岡県連盟相談役の鈴木節子さんの特別セッション
を受講できたことは私の宝物となりました。

第３教程、ここが１番大変な１年だった様に思います。課題を仕
上げるためにスカウトソング研修会に参加しました。プログラム
にソングを導入したことで以前よりスカウトのやる気と笑顔が増
え、その結果、とても楽しいプログラムになって来ていると思いま
す。今後も、スカウトの笑顔が増える集会を実施出来るよう学ん
でいきたいと思います。

１０月２０日にイオンモール船橋にて全国防災キャラバン
2019が開催されました。

当所での開催は今回が初めてでしたので、初めての来場
者が多かったのですが、展示や体験を大いに楽しみながら防
災意識を高めて頂くことができました。来場者アンケートも

「楽しかった」に加え「日頃の備えが大事」といった声が寄せら
れました。

運営スタッフとして参加したベンチャースカウトやローバー
スカウトも、活動を楽しむとともに、担架搬送や心臓マッサー
ジなどの体験コーナーでは若さが大きな戦力となりました。

イオン様の「お客様感謝デー」と日が重なったこともあり、
一日を通し大盛況な催しとなりました。

船橋地区運動拡充委員長　栗田　隆

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 3 全国防災キャラバン2019
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4085/

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 1 講習会、研修会参加報告
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4076/

未来を担う子どもたちとその保護者を対象に、万が一の有事の際に役立つ「防災」に関する知
識やスキルを得て頂くことを目的にボーイスカウトとイオンが共同で実施しています。

今年度は９月２３日イオンモール柏、１０月６日イオンモール木更津、イオンタウンユーカリが丘、
１０月２０日イオンモール船橋の４店舗で実施、多くの方が参加され防災について体験を通して
理解を深めました。

防災キャラバン 研修所・実修所参加報告
自分が小さい頃に大変お世話になったボーイスカウトに対し

お返しをする機会だと思い、今回の講習会に参加させてもらいま
した。このコースでは、日本のボーイスカウトの活動の仕方がイ
ギリスと少し違うと思い、新しい発見がありました。今後の活動
に参加させて頂くことを通し、活動がより良くなるよう、少しでも
自分の力が役に立てれば良いと思います。これからよろしくお願
いします。

ペットボトルを使って
心臓マッサージの体験

地震発生時に液状化現象が
発生する仕組みについて水槽
を使って実験 牛乳パックを使って

「ホイッスル」を製作

千葉県では毎年８月１５日に県内の戦没者を追悼し平和を祈念するため、千葉県忠霊塔
において拝礼式を実施しています。私たちボーイスカウトは会場設営や清掃などの奉仕
活動をしたのちに参列させていただいています。参加したベンチャースカウト（高校生）は、
一緒に奉仕した仲間にスカウツ・オウン・サービスを通じて思いを伝えました。

また、昨年の「私の思い」～中学生の主張～千葉県大会（千葉県青少年総合対策本部
主催）では応募した全県の中学生の中から選ばれた１２人にベンチャースカウトが含まれ
ていました。発表を通じての思いを伺いました。

思いを伝えること

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第１団

忠霊塔拝礼式奉仕を終えて
ベンチャー隊

加納 菜月

この度の千葉県忠霊塔拝礼式準備奉仕の際に、スカウツ・オ
ウン・サービスをさせて頂くことが決まって、どんな話をしようか
と母に相談したところ、私の曾祖父が太平洋戦争時フィリピンで
戦死していることを知りました。

私は、かつての戦争は、どこか別世界で起こったことのように
感じていましたが、遠い昔の出来事ではなく、その時代に生きた
人々と繋がっていることを自覚しました。

私達は、次の世代を担っていく者として、かつての日本に起
こった悲惨な出来事を忘れないようにし、さらには次の世代へと
繋げていかなければいけないと思っています。

私の曾祖父が、戦争という不幸な形ではありましたが、立派
に国に尽くした人物であったことを誇りに思います。

我々の“ちかい”に“神（仏）と国とに誠を尽くし”とあるように、
こんにちの平和な時代に生きるスカウトとして、戦争とは別の形
で国に尽くす事を戦没者に誓いを新たにしました。ボーイスカウ
トの仲間と心地のよい汗を流し有意義な一日となりました。

スカウトからのメッセージ



中学生の主張に参加して、滅多に味わうことのない緊張と貴
重な経験をさせていただくことができました。この大会を知った
ときは、私が教育会館のステージに立って意見を伝えている姿
を想像することはできませんでした。ただ、「私には、いろいろと
人に知ってほしい意見がある、伝えたい思いがある。」その一心
で原稿を書き、応募しました。

正直なところ結果には満足していませんが、やりきった思いを
今でも感じています。そして何より、一緒に参加した皆さんの発
表を聞いて、自分の視野が更に広がりました。私の通う中学の
友人やクラスメイト以外にもこのようなすごい人がいる、こんな
にすごい経験をした人がいる、そんな皆さんと同じステージに
立つことができて私はとても感慨深くなります。

今回の私が発表した主張は、ボーイスカウトをやっていなけれ
ば生まれない意見でした。また、この大会に応募する決断をする
ことができたのは私がボーイスカウトで得た経験が背中を押し
てくれたからだと思っています。このような経験ができたことを、
私はとてもうれしく思っています。

千葉地区　千葉第１８団

中学生の主張千葉県大会に
参加して

ベンチャー隊

藤川 亜由

南総地区　君津第２団

「防災キャラバン」に参加して
ベンチャー隊

田畑 大地

私の住む君津市では昨年の台風により、停電、断水などの
災害が起こりました。

今回の防災キャラバンは、被害直後という事もありたくさん
の方にお越しいただき、用意した牛乳パックを使った笛作り、
簡易担架作成などに挑戦していただきました。

そして、南総地区ベンチャーで作成した「ボーイスカウト流 
減災ハンドブック」を参加してくださった方々に配布しました。

ハンドブックには衣・食・住に関して災害時に役立つことをた
くさん掲載していますので、みなさんも機会があればご覧くだ
さい。

ベンチャースカウトは、様々なプログラムの進行などを担当
することで、防災について改めて考える事ができ、充実した一
日になりました。

上総地区　市原第１団

ボーイスカウト講習会を
受講して

保護者

Sparrow Jonathan

私は５歳から２０歳までイギリスでボーイスカウトに入っていま
した。

イギリスでは、ボーイスカウトは一般家庭の子供が普段できな
い多くの経験の機会を作るための団体でした。当時はインター
ネットもなく、情報は自分で集めるか経験をしないと得られない
ものでした。ボーイスカウトは自分にたくさんのことを経験する
機会や多くの友人を与えてくれ、人に対しての信頼や尊敬をする
心を育て、社会的な責任を持つことを教えてくれました。

日本に来て、子供が小学生に上がるのと同時に自分の子供に
も同じ経験をさせたいと思い、ボーイスカウトに入団させました。
入団と同時に自分のイギリスでの経験をお話ししたところ、リー
ダーの育成コースの勉強をしないかというお話を頂きました。

八千代・習志野地区　八千代第２団

ウッドバッジ研修所に参加して
自然の中でのワクワク感を伝えたい

カブ隊
デンリーダー

五十嵐 千賢

確か小学５年生のころ、夏休みに家族で北海道旅行をした時
のキャンプが、私と自然の最初の記憶です。ほとんど素人同然
だった父が悪戦苦闘しながら設営したテントの中で、時折響く獣
の咆哮に怯えながら眠れぬ一夜を過ごしたこのときの記憶は、私
にとって、星空や土や風、木々や動物たちと、同じ時間同じ空間を
ともにした心揺さぶられる体験として、胸に深く刻まれたもので
した。

３０年のときを経たこのウッドバッジ研修所。テントで横になり
ながら、湿った土のにおいとカサカサと耳の奥をくすぐるような
風の音に、あの頃の自分と再会したような懐かしさを感じたもの
です。

今の子どもたちの多くがデジタルな快楽に囲まれている中、今
の大人たちの多くも自然の中での遊び方ばかりかその楽しささ
えも満足に知らない。それじゃああんまりじゃないか。自然の中で
しか味わえないワクワク感を今の子どもたちや大人たちに知って
もらいたい！そんな想いが、指導者としての今の原動力となって
います。

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第８団

ウッドバッジ実修所を終えて

ビーバー隊
隊長

髙畠 麻衣子

ウッドバッジ実修所への参加を決めてから、多くの方の支えと
応援により、無事にウッドバッジ実修所ビーバー課程を修了する
事ができました。

第１教程を進めていくと、「スカウトや保護者のニーズを入れた
集会」を見直すきっかけを貰えました。また「やくそく」と「きまり」を
プログラムに取り入れる大切さ、ソングを歌う機会を更に増やし
たい…そんな思いを秘めて第２教程へ臨みました。

ビーバースカウト課程第４２期の開催地は静岡県浜松市太
田山野営場。とても素晴らしい場所で素敵な仲間と３泊４日が過
ごせたこと、静岡県連盟相談役の鈴木節子さんの特別セッション
を受講できたことは私の宝物となりました。

第３教程、ここが１番大変な１年だった様に思います。課題を仕
上げるためにスカウトソング研修会に参加しました。プログラム
にソングを導入したことで以前よりスカウトのやる気と笑顔が増
え、その結果、とても楽しいプログラムになって来ていると思いま
す。今後も、スカウトの笑顔が増える集会を実施出来るよう学ん
でいきたいと思います。

１０月２０日にイオンモール船橋にて全国防災キャラバン
2019が開催されました。

当所での開催は今回が初めてでしたので、初めての来場
者が多かったのですが、展示や体験を大いに楽しみながら防
災意識を高めて頂くことができました。来場者アンケートも

「楽しかった」に加え「日頃の備えが大事」といった声が寄せら
れました。

運営スタッフとして参加したベンチャースカウトやローバー
スカウトも、活動を楽しむとともに、担架搬送や心臓マッサー
ジなどの体験コーナーでは若さが大きな戦力となりました。

イオン様の「お客様感謝デー」と日が重なったこともあり、
一日を通し大盛況な催しとなりました。

船橋地区運動拡充委員長　栗田　隆

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 3 全国防災キャラバン2019
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4085/

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 1 講習会、研修会参加報告
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4076/

未来を担う子どもたちとその保護者を対象に、万が一の有事の際に役立つ「防災」に関する知
識やスキルを得て頂くことを目的にボーイスカウトとイオンが共同で実施しています。

今年度は９月２３日イオンモール柏、１０月６日イオンモール木更津、イオンタウンユーカリが丘、
１０月２０日イオンモール船橋の４店舗で実施、多くの方が参加され防災について体験を通して
理解を深めました。

防災キャラバン 研修所・実修所参加報告
自分が小さい頃に大変お世話になったボーイスカウトに対し

お返しをする機会だと思い、今回の講習会に参加させてもらいま
した。このコースでは、日本のボーイスカウトの活動の仕方がイ
ギリスと少し違うと思い、新しい発見がありました。今後の活動
に参加させて頂くことを通し、活動がより良くなるよう、少しでも
自分の力が役に立てれば良いと思います。これからよろしくお願
いします。

ペットボトルを使って
心臓マッサージの体験

地震発生時に液状化現象が
発生する仕組みについて水槽
を使って実験 牛乳パックを使って

「ホイッスル」を製作

千葉県では毎年８月１５日に県内の戦没者を追悼し平和を祈念するため、千葉県忠霊塔
において拝礼式を実施しています。私たちボーイスカウトは会場設営や清掃などの奉仕
活動をしたのちに参列させていただいています。参加したベンチャースカウト（高校生）は、
一緒に奉仕した仲間にスカウツ・オウン・サービスを通じて思いを伝えました。

また、昨年の「私の思い」～中学生の主張～千葉県大会（千葉県青少年総合対策本部
主催）では応募した全県の中学生の中から選ばれた１２人にベンチャースカウトが含まれ
ていました。発表を通じての思いを伺いました。

思いを伝えること

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第１団

忠霊塔拝礼式奉仕を終えて
ベンチャー隊

加納 菜月

この度の千葉県忠霊塔拝礼式準備奉仕の際に、スカウツ・オ
ウン・サービスをさせて頂くことが決まって、どんな話をしようか
と母に相談したところ、私の曾祖父が太平洋戦争時フィリピンで
戦死していることを知りました。

私は、かつての戦争は、どこか別世界で起こったことのように
感じていましたが、遠い昔の出来事ではなく、その時代に生きた
人々と繋がっていることを自覚しました。

私達は、次の世代を担っていく者として、かつての日本に起
こった悲惨な出来事を忘れないようにし、さらには次の世代へと
繋げていかなければいけないと思っています。

私の曾祖父が、戦争という不幸な形ではありましたが、立派
に国に尽くした人物であったことを誇りに思います。

我々の“ちかい”に“神（仏）と国とに誠を尽くし”とあるように、
こんにちの平和な時代に生きるスカウトとして、戦争とは別の形
で国に尽くす事を戦没者に誓いを新たにしました。ボーイスカウ
トの仲間と心地のよい汗を流し有意義な一日となりました。

スカウトからのメッセージ



中学生の主張に参加して、滅多に味わうことのない緊張と貴
重な経験をさせていただくことができました。この大会を知った
ときは、私が教育会館のステージに立って意見を伝えている姿
を想像することはできませんでした。ただ、「私には、いろいろと
人に知ってほしい意見がある、伝えたい思いがある。」その一心
で原稿を書き、応募しました。

正直なところ結果には満足していませんが、やりきった思いを
今でも感じています。そして何より、一緒に参加した皆さんの発
表を聞いて、自分の視野が更に広がりました。私の通う中学の
友人やクラスメイト以外にもこのようなすごい人がいる、こんな
にすごい経験をした人がいる、そんな皆さんと同じステージに
立つことができて私はとても感慨深くなります。

今回の私が発表した主張は、ボーイスカウトをやっていなけれ
ば生まれない意見でした。また、この大会に応募する決断をする
ことができたのは私がボーイスカウトで得た経験が背中を押し
てくれたからだと思っています。このような経験ができたことを、
私はとてもうれしく思っています。

千葉地区　千葉第１８団

中学生の主張千葉県大会に
参加して

ベンチャー隊

藤川 亜由

南総地区　君津第２団

「防災キャラバン」に参加して
ベンチャー隊

田畑 大地

私の住む君津市では昨年の台風により、停電、断水などの
災害が起こりました。

今回の防災キャラバンは、被害直後という事もありたくさん
の方にお越しいただき、用意した牛乳パックを使った笛作り、
簡易担架作成などに挑戦していただきました。

そして、南総地区ベンチャーで作成した「ボーイスカウト流 
減災ハンドブック」を参加してくださった方々に配布しました。

ハンドブックには衣・食・住に関して災害時に役立つことをた
くさん掲載していますので、みなさんも機会があればご覧くだ
さい。

ベンチャースカウトは、様々なプログラムの進行などを担当
することで、防災について改めて考える事ができ、充実した一
日になりました。

上総地区　市原第１団

ボーイスカウト講習会を
受講して

保護者

Sparrow Jonathan

私は５歳から２０歳までイギリスでボーイスカウトに入っていま
した。

イギリスでは、ボーイスカウトは一般家庭の子供が普段できな
い多くの経験の機会を作るための団体でした。当時はインター
ネットもなく、情報は自分で集めるか経験をしないと得られない
ものでした。ボーイスカウトは自分にたくさんのことを経験する
機会や多くの友人を与えてくれ、人に対しての信頼や尊敬をする
心を育て、社会的な責任を持つことを教えてくれました。

日本に来て、子供が小学生に上がるのと同時に自分の子供に
も同じ経験をさせたいと思い、ボーイスカウトに入団させました。
入団と同時に自分のイギリスでの経験をお話ししたところ、リー
ダーの育成コースの勉強をしないかというお話を頂きました。

八千代・習志野地区　八千代第２団

ウッドバッジ研修所に参加して
自然の中でのワクワク感を伝えたい

カブ隊
デンリーダー

五十嵐 千賢

確か小学５年生のころ、夏休みに家族で北海道旅行をした時
のキャンプが、私と自然の最初の記憶です。ほとんど素人同然
だった父が悪戦苦闘しながら設営したテントの中で、時折響く獣
の咆哮に怯えながら眠れぬ一夜を過ごしたこのときの記憶は、私
にとって、星空や土や風、木々や動物たちと、同じ時間同じ空間を
ともにした心揺さぶられる体験として、胸に深く刻まれたもので
した。

３０年のときを経たこのウッドバッジ研修所。テントで横になり
ながら、湿った土のにおいとカサカサと耳の奥をくすぐるような
風の音に、あの頃の自分と再会したような懐かしさを感じたもの
です。

今の子どもたちの多くがデジタルな快楽に囲まれている中、今
の大人たちの多くも自然の中での遊び方ばかりかその楽しささ
えも満足に知らない。それじゃああんまりじゃないか。自然の中で
しか味わえないワクワク感を今の子どもたちや大人たちに知って
もらいたい！そんな想いが、指導者としての今の原動力となって
います。

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第８団

ウッドバッジ実修所を終えて

ビーバー隊
隊長

髙畠 麻衣子

ウッドバッジ実修所への参加を決めてから、多くの方の支えと
応援により、無事にウッドバッジ実修所ビーバー課程を修了する
事ができました。

第１教程を進めていくと、「スカウトや保護者のニーズを入れた
集会」を見直すきっかけを貰えました。また「やくそく」と「きまり」を
プログラムに取り入れる大切さ、ソングを歌う機会を更に増やし
たい…そんな思いを秘めて第２教程へ臨みました。

ビーバースカウト課程第４２期の開催地は静岡県浜松市太
田山野営場。とても素晴らしい場所で素敵な仲間と３泊４日が過
ごせたこと、静岡県連盟相談役の鈴木節子さんの特別セッション
を受講できたことは私の宝物となりました。

第３教程、ここが１番大変な１年だった様に思います。課題を仕
上げるためにスカウトソング研修会に参加しました。プログラム
にソングを導入したことで以前よりスカウトのやる気と笑顔が増
え、その結果、とても楽しいプログラムになって来ていると思いま
す。今後も、スカウトの笑顔が増える集会を実施出来るよう学ん
でいきたいと思います。

１０月２０日にイオンモール船橋にて全国防災キャラバン
2019が開催されました。

当所での開催は今回が初めてでしたので、初めての来場
者が多かったのですが、展示や体験を大いに楽しみながら防
災意識を高めて頂くことができました。来場者アンケートも

「楽しかった」に加え「日頃の備えが大事」といった声が寄せら
れました。

運営スタッフとして参加したベンチャースカウトやローバー
スカウトも、活動を楽しむとともに、担架搬送や心臓マッサー
ジなどの体験コーナーでは若さが大きな戦力となりました。

イオン様の「お客様感謝デー」と日が重なったこともあり、
一日を通し大盛況な催しとなりました。

船橋地区運動拡充委員長　栗田　隆

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 3 全国防災キャラバン2019
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4085/

【スカウトちばANNEX対応記事】
スカウトちばANNEX 95号 1 講習会、研修会参加報告
http://www.scout-chiba.jp/member/sc_annex/4076/

未来を担う子どもたちとその保護者を対象に、万が一の有事の際に役立つ「防災」に関する知
識やスキルを得て頂くことを目的にボーイスカウトとイオンが共同で実施しています。

今年度は９月２３日イオンモール柏、１０月６日イオンモール木更津、イオンタウンユーカリが丘、
１０月２０日イオンモール船橋の４店舗で実施、多くの方が参加され防災について体験を通して
理解を深めました。

防災キャラバン 研修所・実修所参加報告
自分が小さい頃に大変お世話になったボーイスカウトに対し

お返しをする機会だと思い、今回の講習会に参加させてもらいま
した。このコースでは、日本のボーイスカウトの活動の仕方がイ
ギリスと少し違うと思い、新しい発見がありました。今後の活動
に参加させて頂くことを通し、活動がより良くなるよう、少しでも
自分の力が役に立てれば良いと思います。これからよろしくお願
いします。

ペットボトルを使って
心臓マッサージの体験

地震発生時に液状化現象が
発生する仕組みについて水槽
を使って実験 牛乳パックを使って

「ホイッスル」を製作

千葉県では毎年８月１５日に県内の戦没者を追悼し平和を祈念するため、千葉県忠霊塔
において拝礼式を実施しています。私たちボーイスカウトは会場設営や清掃などの奉仕
活動をしたのちに参列させていただいています。参加したベンチャースカウト（高校生）は、
一緒に奉仕した仲間にスカウツ・オウン・サービスを通じて思いを伝えました。

また、昨年の「私の思い」～中学生の主張～千葉県大会（千葉県青少年総合対策本部
主催）では応募した全県の中学生の中から選ばれた１２人にベンチャースカウトが含まれ
ていました。発表を通じての思いを伺いました。

思いを伝えること

松戸・鎌ケ谷地区　松戸第１団

忠霊塔拝礼式奉仕を終えて
ベンチャー隊

加納 菜月

この度の千葉県忠霊塔拝礼式準備奉仕の際に、スカウツ・オ
ウン・サービスをさせて頂くことが決まって、どんな話をしようか
と母に相談したところ、私の曾祖父が太平洋戦争時フィリピンで
戦死していることを知りました。

私は、かつての戦争は、どこか別世界で起こったことのように
感じていましたが、遠い昔の出来事ではなく、その時代に生きた
人々と繋がっていることを自覚しました。

私達は、次の世代を担っていく者として、かつての日本に起
こった悲惨な出来事を忘れないようにし、さらには次の世代へと
繋げていかなければいけないと思っています。

私の曾祖父が、戦争という不幸な形ではありましたが、立派
に国に尽くした人物であったことを誇りに思います。

我々の“ちかい”に“神（仏）と国とに誠を尽くし”とあるように、
こんにちの平和な時代に生きるスカウトとして、戦争とは別の形
で国に尽くす事を戦没者に誓いを新たにしました。ボーイスカウ
トの仲間と心地のよい汗を流し有意義な一日となりました。

スカウトからのメッセージ




